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 埼玉県四半期経営動向調査 

 （平成 3１年４月～令和元年６月期） 

Ⅰ 調査結果概要                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

注１）数値については、小数点第２位を四捨五入して表記しているため、ＤＩを算出すると±0.1 ポイントの範囲で 

   差異が生じることがある。 

    注２）「前期」：平成３１年１～３月期、「当期」：平成３１年４月～令和元年６月期、「来期(先行き)」：令和元年７～９月期 

１ 経営者の景況感と来期の見通しについて 

 自社業界の景況感ＤＩは▲４３.５となり、２期連続で悪化した。前期比で６.４ポイント減少し、

前年同期比で１３.２ポイント減少した。 

 業種別にみると、製造業（▲４５.２）、非製造業（▲４２.１）ともに２期連続で悪化した。 

     <景況感ＤＩの推移> 

 当 期

(H31.4-R1.6) 

前 期

(H31.1-3) 

前年同期 

(H30.4-6) 

  

 

 

 
全  体 ▲４３.５ ▲３７.１ ▲３０.３ 

製 造 業 ▲４５.２ ▲３４.７ ▲２５.５ 

非製造業 ▲４２.１ ▲３９.０ ▲３４.１ 

 

 先行きについては、「良い方向に向かう」とみる企業は６.６％（前回調査(H31.1-3 月)比 

▲２.３ポイント）、「悪い方向に向かう」とみる企業は３４.７％（前回調査比＋８.５ポイント）

だった。 

 先行きＤＩは▲２８.２（前回調査比▲１０.８ポイント）と、２期ぶりに悪化した。 

    <来期の見通し>        

 良い方向に向かう 悪い方向に向かう 先行きＤＩ 

(R1.7-9) 

全  体    ６.６％ ３４.７％ ▲２８.２ 

製 造 業    ６.８％ ３４.６％ ▲２７.８ 

非製造業    ６.４％ ３４.９％ ▲２８.４ 

  県内中小企業の景況感は、足踏み状態にある。 

 先行きについては、慎重さがみられる。 
○経営者の景況感ＤＩは、▲４３.５と、前期比で６.４ポイント減少し、２期連続で悪化した。業種別 

 では、製造業、非製造業ともに２期連続で悪化した。先行きについては、「悪い方向に向かう」が 

 前回調査から増加した。 

○売上げＤＩ・資金繰りＤＩ及び採算ＤＩは２期ぶりに改善した。 

○設備投資の実施率は３期ぶりに増加した。 

○来期については、売上げＤＩ・採算ＤＩは当期ＤＩより改善し、資金繰りＤＩは当期ＤＩより悪化 

 する見通しである。 

 また、設備投資実施率については当期実施率より減少する見通しとなっている。 

 

県内中小企業の経営状況 



- 3 - 
 

     埼玉県四半期経営動向調査 

 （平成 3１年４月～令和元年６月期） 

２ 売上げについて 

 売上げＤＩは▲２６.１（前期比＋２.１）となり、２期ぶりに改善した。来期も改善する見通し。 

 業種別にみると、製造業、非製造業ともに２期ぶりに改善した。 

 来期については、製造業、非製造業ともに当期の売上げＤＩより改善する見通しである。 

 

     <売上げＤＩの推移> 

 当 期

(H31.4-R1.6) 

前 期 

(H31.1-3) 

前年同期 

(H30.4-6) 

来期見通し 

(R1.7-9) 

全    体 ▲２６.１ ▲２８.２ ▲１６.３ ▲２２.１ 

製 造 業 ▲２８.０ ▲３１.２ ▲１０.５ ▲２２.５ 

非製造業 ▲２４.６ ▲２５.９ ▲２０.８ ▲２１.７ 

 

３ 資金繰りについて  

 資金繰りＤＩは▲１９.３（前期比+１.３）となり、２期ぶりに改善した。来期は悪化する見通し。 

 業種別にみると、製造業、非製造業ともに２期ぶりに改善した。 

 来期については、製造業、非製造業ともに当期の資金繰りＤＩより悪化する見通しである。 

 

     <資金繰りＤＩの推移> 

 当 期

(H31.4-R1.6) 

前 期 

(H31.1-3) 

前年同期 

(H30.4-6) 

来期見通し 

(R1.7-9) 

全  体 ▲１９.３ ▲２０.６ ▲１３.８  ▲２０.４ 

製 造 業 ▲２０.７ ▲２１.５ ▲１１.５  ▲２１.９ 

非製造業 ▲１８.１ ▲１９.９ ▲１５.７  ▲１９.３ 

 

４ 採算について 

 採算ＤＩは▲２９.３（前期比+０.４）となり、２期ぶりに改善した。来期は改善する見通し。 

 業種別にみると、製造業は２期ぶりに改善し、非製造業は２期連続で悪化した。 

 来期については、製造業、非製造業ともに当期の採算ＤＩより改善する見通しである。 

 

     <採算ＤＩの推移> 

 当 期

(H31.4-R1.6) 

前 期 

(H31.1-3) 

前年同期 

(H30.4-6) 

来期見通し 

(R1.7-9) 

全    体 ▲２９.３ ▲２９.８ ▲２１.９  ▲２６.２ 

製 造 業 ▲２９.２ ▲３０.６ ▲１７.１  ▲２７.０ 

非製造業 ▲２９.５ ▲２９.１ ▲２５.７  ▲２５.６ 
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 埼玉県四半期経営動向調査 

 （平成 3１年４月～令和元年６月期） 

５ 設備投資について 

 実施率は２１.７％となり、３期ぶりに増加した。来期は減少する見通し。 

 業種別にみると、製造業は２期ぶりに増加し、非製造業は横ばいだった。 

 来期については、製造業、非製造業ともに減少する見通しである。 

 

     <設備投資の実施率> 

 当 期

(H31.4-R1.6) 

前 期 

(H31.1-3) 

前年同期 

(H30.4-6) 

来期見通し 

(R1.7-9) 

全    体 ２１.７％ ２１.４％ ２１.１％  １９.０％ 

製 造 業 ２５.７％ ２４.９％ ２５.９％  ２４.８％ 

非製造業 １８.６％ １８.６％ １７.３％  １４.５％ 

６ ヒアリング調査の概況（詳しくはＰ１４以降をご覧ください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【現在の景況感】 

  (一般機械器具)・中国市場の停滞により受注が減少傾向である。 

  (電気機械器具)・米中貿易摩擦の影響で受注が減少している。 

  (金属製品)・米中貿易摩擦により受注が減少、業界内の競争が激しくなっている。 

  ( 食 料 品 )・全体的な消費量も変化がなく、業界全体の景況感は普通である。 

  (銑鉄鋳物)・米中貿易摩擦の関係で悪化している。 

  ( 百 貨 店 )・大型連休により客数は増加したが売上げは増えておらず、景況感はあまり良くない。 

  ( 旅 行 業 )・改元や大型連休により旅行需要は高く、景況感は良好である。 

  ( 建 設 業 )・仕入価格は依然高騰しているが、受注環境は堅調であり景況感は普通である。 

 

 【売上げ・採算】 

  (一般機械器具)・売上減少に加え人件費・原材料費が上がっており、採算性は悪化している。 

  (輸送用機械器具)・大型連休で工場稼働日数が減ったため５月は売上げが減少した。 

  (電気機械器具)・売上減少が収益を圧迫し採算性が悪化した。 

  (金属製品)・売上減少ながら受注単価が引き上げられたので採算性はあまり変わらない。 

  (プラスチック製品)・価格改善効果により採算性が向上した。 

  ( 食 料 品 )・製品単価が引き上げられたことにより採算性も改善した。 

  (スーパー)・水道光熱費の上昇に見合うだけの利益を生み出せていない。 

 

 【今後の見通し】 

  (輸送用機械器具)・中国向けが引き続き良くない。 

  (金属製品)・米中貿易摩擦の不透明感が続くことがマイナス材料である。 

  ( 印 刷 業 )・ラグビーワールドカップや消費税関連の受注が動き出している。 

  ( 百 貨 店 )・消費増税前の駆け込み需要はあるが、増税後の反動もありどちらとも言えない。 

  ( 旅 行 業 )・観光需要はまだまだ良い状況が続くとみている。 

  ( 建 設 業 )・受注環境は良好、工事件数は引き続き横ばいで増減は無いとみている。 

 

 

 


